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層特集看護部と図害館員との…’，

看護婦への統計指導

Ｉ．はじめに

最近では看護婦の研究調査が活発になり、研

究発表や論文作成も多く行われるようになって

きました。当院でも院内研究や看護研究発表会

が毎年開催されています。このような研究発表

のときに看護婦から「統計」の手法について教

えてほしいと言われることがあります。医学や

看護関係の研究発表において統計学的手法によ

りデータ分析を行うことは通常のように行われ

ています。そのため、利用者教育のひとつとし

て、統計についての指導も必要になってきまし

た。ところが、一般的な統計についての本や論

文はありますが、病院図書室の統計についての

資料はほとんど見当たりません。まして、病院

図書室の統計指導の方法は皆無といってもよい

でしょう。看護婦に統計を指導するときは、図

書館の統計処理の方法を理解していることが前

提です。ここで統計処理の全般を書くには紙面

が足りませんので、図書館学関係と看護関係の

統計処理方法の数例をご紹介するにとどめます。

Ⅱ、病院図書室での数量的研究の必要性

病院図書室で統計手法の知識が必要なのはな

ぜでしょうか｡病院図書室の仕事を知るうえで、

行っている仕事量を示す統計的数値が必要だか

らです。今までは、病院図書室での統計処理は

業務報告における蔵書冊数、貸出冊数、レファ

レンス件数、相互貸借件数などを作成していた

にすぎません。図書館で統計を取るときには基
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本的な方法だけを知っていれば間に合うと言わ

れていました。しかし最近では業務分析に加え

て、研究のためにも様々な統計や研究の方法が

使われるようになってきました。

例えば、公共図書館で貸し出しサービスを評

価する時に用いられる指標が知られています。

①蔵書回転率＝貸出冊数÷蔵書数

②購入図書回転率＝貸出冊数÷購入図書数

③業務量＝貸出冊数÷職員数

④貸出便益＝

図書平均単価一図書館経費÷貸出冊数

利用の少ない資料の特定、過剰収集、貸出期

間の延長などはこれらの統計調査を行うことに

より判断できるといえます。長沢らは貸出便益

について次のように説明しています。“＜行政

効果＞は､図書を商店における商品になぞらえ、

１冊いくらのものを何冊売ったかという総売上

高から、商行為にかかる必要経費を引いたく純

益＞に該当する。＜貸出便益＞とく貸出サービ

ス指数＞も、基本的な考え方はく行政効果＞と

同じであり、１冊の商品を売ればいくらの純益

となるかを算出した値である｡'''１最近では公共

図書館における費用対効果の研究は学会誌など

でも取り上げられています。

さらに病院図書室担当者も研究発表を行うこ

とが多くなっています。研究を行うときには、

まず研究計画を作成し、研究デザインを策定し

ます。計画に基づいてデータを収集し、それを

整理・分析します。計画は後のデータ分析にも

影響しますから、綿密に行う必要があります。
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次にデータ分析のために統計学的処理をします。

病院図書室の統計では平均値や中央値（メデ

イアン）などの代表値がよく使われますが、グ

ループの値のバラツキも重要なポイントです。

統計学的処理は大別して、有意差検定と関連

性の検討にわけられます。

①有意差検定：グループ間の違いを調べる

②関連性の検討：グループ間の関連性の有無

を調べる2）

グループ間を比較するためには収集したデー

タの種類を確認し、データの代表値を表示して

統計学的処理を行います。データの種類によっ

てデータ表示の方法が異なります。データはそ

の性質により、名義尺度、順序尺度、間隔尺度、

比率尺度の４つの測定尺度の種類にわけられま

す。（表１，２）また、データの正規分布の仕

方によってもパラメトリック検定とノンパラメ

表１．データの種類（測定尺度）の例

田中敏ほか：ユーザーのための教育・心理統計と実験

計画法，教育出版，1989,ｐ､4-6の文章より作成

「臨床看護研究入門」ｐ､138より引用
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トリック検定に分けることができます。（表３）

パラメトリック検定にはｔ検定と分散分析があ

ります。また、ノンパラメトリック検定には次

があります。

・ノンパラメトリック検定の例：

カイニ乗（ｘ２）検定、クルスカルーワリ

ス検定、スピアマン順位相関検定、順位和

検定（ウイルコクソン検定・マンーホイッ

トニー検定)、メデイアン検定、符号検定

など。

この中のｘ２検定には主として、比率の差の

検定、２つの属性の関連の有無の検定、分布の

差の検定があります。ｘ2検定の計算式は次の

とおりです。

（観測値一期待値)２
ｘ２検定＝Ｚ

期待値

表２．データの表示法

①名義尺度：度数分布表で表示

(例）

(単位：人）

該当する

該当しない

グループＢ

５

８

②順序尺度：中央値(Ｍｄと四分領域(ｑで表示

(例）

(jV：データ数）

③間隔・比率尺度：中央値(X)と四分領域(S､ﾘで表示

(例）

「臨床看護研究入門」ｐ・'45より引用

表３．どんな場合にどんな検定法を使用するか

|:藤妻胤}綿
｢臨床看護研究入門」ｐ､149より引用



表４．患者ケアへの影響（医師と研修医）統計学的検定では、偶然によって差が生じる

確率（Ｐ値）を求め、これを検定を行う前に決

める基準と比較することで「差があるか」を判

定します。求められた確率（Ｐ値）が小さけれ

ば有意差があると考えられます。

最近ではパソコンによる統計処理ができるよ

うになり、統計ソフトを使って簡単に計算がで

きるようになりました。上記のような計算式に

ついてはパソコンに任せることができますが、

どのような研究にどの統計処理方法を使うかを

選択するかに細心の注意をしなくてはなりませ

ん。パソコンはあくまでも統計処理の道具であ

って、分析をするにあたっては、どの統計処理

方法をとるかは自分で選択する必要がありま

す。ここでは統計ソフトのStatViewを使用し

て計算処理を行いました。統計処理の種類は数

多くあり、ここで全てを紹介するのはできませ

んので、一例として当図書館で行った調査研究

を紹介します。
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次に最近利用の増加がみられるインターネッ

トについて、若い医師ほど利用回数が増加する

かについて「20代」「30代」「40代」「50代その

他」（表５）に分けて、グループ間の相関係数

を算出してみました。ここではスピアマンの順

位相関係数の検定を使用しました。Ｐ＞0.01

(Ｐ値0.13）で相関は認められず、インターネ

ットは年齢が若いほど利用が増えるとは言えな

いことが確認されました。

Ⅲ、統計処理の例

1999年２月から６月までに全国の医療従事者

を対象として「医療従事者の文献収集に関する

アンケート調査」を行いました。配布は37病院

に行い、回答は33病院からありました。内訳は

医師284名、看護婦197名、その他の医療従事者

161名、計642名でした。有効回答率は66.9％で

す。これは医療従事者の相互貸借に対する満足

度を調査したものですが、アンケートのひとつ

に「病院図書室から取り寄せた文献は、患者ケ

アに影響するか」との質問を「医師」と「研修

医」とで比較しました。（表４）分析はｘ２検定

で行いました。医師と研修医では「診断」のみ

が信頼度99％でP＜0.01となり、有意差がある

と判定されました。その他の項目はＰ＞0.01と

なり有意な差は認められませんでした。病院図

書室から取り寄せた文献は医師の「診断」に役

立っているが、研修医の「診断」にはあまり影

響していないと判断することができます。

表５．インターネット利用状況（医師）
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毎

50代他

40代

30代

20代

看護関係の統計処理としては、当院では看護

婦は研究計画を持って図書室に質問をしに来る

ことがあります。病院図書室における看護婦へ

の統計指導は研究計画に基づいて提出されたデ

ータをどの手法で分析するかを判断すること

と、パソコンの処理方法を指導することが主と

なっています。

－９４－
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当院での例では、1996年６月から1998年５月

までの清水市立病院の入院糖尿病教室に参加し

た232例について、通院継続の患者171名と通院

中断の患者４９名の飲酒の比較をした際に

StatViewを使用して指導を行いました。使用

した検定方法はｘ２検定でした。通院中断群の

飲酒率は78％であり、通院継続群は39％でした。

中断群は継続群と比較して有意に高率（Ｐ＜

０．０００１）という結果がでました。

Ⅳ．終わりに

病院図書室の役割が変化する中で、利用者が

必要とすることは何かを見極める能力も求めら

れています。病院図書室担当者は図書室の業務

に関わる知識だけでなく、統計の知識も必要に

なっています。Strikantaiahらは“本格的な図

書館研究は、観察、計量、測定を可能とする規

準に究極的に基づくものでなければならない。

数量的研究は、図書館現象に関するあらゆる科

学的探求の中核であり、本質であり、必須条件

となる｡''3)と述べています。研究を行う際には

データを適切に処理分析することにより、より

明確に分析することができます。図書館員とし

て、統計学的手法を学び、利用者に伝えていく

ことも大切な業務となります。
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